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研究成果の概要（和文）： 

 本調査に参加した乳児は合計 150 名（男児 76 名、母乳育児のみ 79 名、平均月齢 6.3+/-2.8

ヵ月、平均身長 68.0+/-8.8 ㎝、平均体重 8.0+/-2.4kg、平均在胎週数 39.5+/-1.9 週）であり、

そのうち採尿することができた乳児は 70 名（53.4％）であった。採尿までに要した日数・時間

はそれぞれ、採尿を試みてから平均 5.0 日・平均 10.3 分後であった。採尿できた乳児と採尿で

きなかった乳児の間で、男児の割合や月齢等の基礎特性に差は認められなかった。本研究期間

全体を通して、我々の提案する方法によって半数程度の幼児の採尿が可能であることが示唆さ

れた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 Finally, 150 infants (76 boys; breastfeeding, 79 infants; mean age, 6.3+/-2.8 months; 
mean height, 68.0+/-8.8 cm; mean weight, 8.0+/-2.4 kg; gestational age, 39.5+/-1.9 weeks) 
participated in this study. Of those, we could collect urine sample from 70 infants. Mean 
day and time for collection of their urine sample was 5 days and 10.3 minutes, respectively. 
Characteristics of infants were not different between infants who could get urine sample 
and those who could not. We found that about a half of infants could collect their urine 
sample using a procedure which we proposed. 
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１．研究開始当初の背景 

 

 小児の健康状態を把握する上で、尿検査は

非侵襲的な方法として有用である。特に、生

後数ヶ月における小児の尿を分析すること

は、以下の 3つを行う上で非常に有用である。

①先天性代謝疾患のスクリーニング･早期診

断 

②家庭内における各種曝露状況の評価 

③薬物の服用を避けられない授乳婦の母乳

を介した小児への薬物移行の評価 

 しかしながら、出生後数ヶ月の乳幼児にお

ける採尿は、排尿が自立していないため困難

であり、いまだ確立されていない。また、分
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娩後間もない乳児の採尿に比べ、その方法の

検討を行なう機会自体が限られている。 

 近年、新生児の新しい採尿方法として、

出生後数日間の入院期間のオムツから新生

児の尿を抽出する方法が提案され、実用化

が期待されている。一般に、新生児期・乳

児期の採尿方法の多くは小児用採尿バッグ

を用いる方法であるが、採尿バックを用い

る方法は、デリケートな児の会陰部皮膚に

発赤が残存することや、皮膚剥離が発生す

るなどの問題点が指摘されている。したが

って、新生児期・乳児期の尿検査を一般に

普及させるためには、新しい採尿方法の開

発・改善が不可欠である。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は、出生後数ヶ月の小児にお

ける簡便かつ合理的な採尿方法を提案・検証

し、乳児期の尿を用いた各種検討を広く可能

とするための基礎を築くことである。 

 

３．研究の方法 

 

 東北大学学内へのポスター掲示および、宮

城県の広域に配布されている情報誌に募集

記事を掲載して、対象者を募集する。 

 本研究の趣旨および我々の提案する採尿

方法を説明する。書面による同意が得られた

対象者に対して、同居家族の喫煙状況、児の

栄養摂取ルート、母親の食事内容について回

答していただく。その後、採尿方法のマニュ

アル、採尿カップ、採尿試料保存容器、提案

した採尿方法の問題点・改善点・意見に関す

る調査票、回収用宅急便伝票を渡し、採尿を

試みてもらう。最も採尿に適した時期は、ベ

ビーバスから大人用お風呂への移行時期で

ある、生後 3ヶ月以降と予想される。 

 

【採尿方法のマニュアル】 

 毎日の沐浴時に、片手にぬるま湯を含んだ

布等を持ち、もう片方の手に採尿コップを持

つ。布からぬるま湯を児の下腹部へ複数回垂

らし、放尿された尿を採尿カップでキャッチ

する。採尿されたカップは尿試料保存容器に

入れ、しっかりとキャップを閉めたら、クー

ル宅急便で東北大学へ送付する。その際、採

尿までにかかった日数や採尿に要した大体

の時間に加え、我々が提案した採尿方法に対

する意見を調査票に記入し、尿試料と一緒に

クール宅急便で東北大学へ送付する。 

 

４．研究成果 

 

 平成 23年度および平成 24 年度に本調査に

参加した乳児は合計 150 名（男児 76 名、母

乳育児のみ 79名、平均月齢 6.3+/-2.8 ヵ月、

平 均 身 長 68.0+/-8.8 ㎝ 、 平 均 体 重

8.0+/-2.4kg、平均在胎週数 39.5+/-1.9 週）

であり、そのうち採尿することができた乳児

は 70 名（53.4％）であり、採尿までに要し

た日数・時間はそれぞれ、採尿を試みてから

平均 5.0+/-2.0 日・平均 10.3 分後であった。

採尿できた乳児と採尿できなかった乳児の

間で、男児の割合や月齢等の基礎特性に差は

認められなかった（採尿できた乳児 vs. 採

尿できなかった乳児；男児の割合 41/70 vs. 

34/68、月齢；）。 

 今回協力して頂いた保護者からは、おむつ

交換時も採尿のタイミングとして候補とな

るのではないかという意見が多く寄せられ

た。また、乳児の性別によって適切な採尿方

法が異なる可能性を示唆する意見も多く寄

せられた。 採尿のタイミングとして、今回

提案した入浴時に加えて、おむつ交換時も候

補とすることや、男児・女児それぞれの採尿



方法を提案することで、これまで困難であっ

た乳児における採尿を簡便かつ合理的に行

うことが可能となると考えられた。 

 本研究の結果、我々の提案する方法によっ

て半数程度の幼児の採尿が可能であること

が示唆された。 
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